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1. 	 巨大な腸間膜平滑筋腫の 1例
藤原克巳(研究生 l年) 
67歳の男子で腹部膨満感を主訴として来院した。入
院時著明な腹部膨隆があり，腰部に手拳大，非可動性の
腫癌を触れた。腹部腫療の診断のもとに開腹。腹水な
く，腫療は腹部中央にあり，人頭大で前面は Treity靭
帯より 15cmの部で，空腸と，上面は横行結腸と癒着
し，後面は腸間膜に広く付着していたが後腹膜との癒着
は軽度であった。空腸々間膜から発生した腫蕩と診断
し，腫蕩摘出，空腸切除兼空腸端々吻合術を施行した。
摘出標本は 30x26X7cmで硬く， 15 cmX 15 cmの内
腔に，カユ状乳白色の液体を容れ一部壊死におちいって
いる部が認められた。組織学的検査では分化の悪くな
い，平滑筋肉腫であった。患者は術後 26日目に治癒退
院した。腫間膜原発性の平滑筋肉腫は，はなはだまれで
自験例は本邦で第 3例目であった。 
2. 	 結腸癌を思わせる胃外進展を呈した噴門癌の 1例
滝川弘志(研究生 l年)
患者は 46歳男子。腹部膨満感および便秘を主訴とし
て来院。家族歴，既往歴には特記すべきことはない。現
病歴，約 l年ほど前より食欲不振心宮部痛があり最近急
に排便排ガスが停止し腸閉塞症の診断にて開腹するに結
腸癌の診断にて人工目工門を横行結腸にっくり，一般状態
の回復を待って再開腹したところ，噴門癌による二次的
浸潤と判明腫癌を含めてー塊として胃横行結腸醇牌合併
切除を行なった。入院時検査では血液膿縮のほかは著変
なし。摘出標本では胃噴門部後壁大雪に直径 2cmの膿
湯ありその周囲が硬性癌のように肥厚硬化が認められ
る。術後経過は良好にて第 26病日退院した。本症は噴
門部大湾側に原発し結腸へ浸潤して結腸癌を思わせた。
胃外発育性胃癌の l例と思われる。本邦文献上 18例の
胃外発育性胃癌の統計的考察を若干加えてここに報告し
た。 
3. 	 噴門部潰蕩切除後の残胃早期癌の 1例
李 思元(研究生 l年)
本邦における断端癌の報告例は 39例におよんだが，
われわれは 38年以後さらに 5例を経験した。今回はそ
のうち，昭和 33年4月噴門部潰蕩で噴門切除兼幽円形
成術を施行し，本年8月 14日残胃早期癌の診断のもと
に胃全易IJ，肝左葉 2/3切除，食道，空腸戸型吻合術兼十
二指腸痩造設を行なった症例を報告した。噴門部切除後
に残胃癌の生じた症例報告は本例が最初であると思わ
れ，早期癌は山形の l例に次いで 2例目である。患者が
当科付添看護婦であったことおよび毎年欠かさず術後定
期検診を受けていたことが早期発見に結びついたと思わ
れる。術後経過は良好で、 32日目に退院した。
次に 38年以後の 5例については，初回手術は疾患・
胃潰蕩 3例，胃下垂，噴門部潰虜各 l例でそれぞれ BI，
胃切除，胃切除，胃体部切除，噴門部切除， 8年， 10年， 
8年，.9年， 10年を経過し発症，チューブ挿入，胃全刻，
試験開腹，胃全易リを行なった症例であった。 
4. 	 食道胃重複癌の 1治験例
野村庸一(研究生 l年)
最近，われわれは比較的興味のある食道胃重複癌の l
例を経験したので報告する。
患者は 66歳の男子。鴨下困難を主訴として昭和 43年 
5月25日来院。レ線にて下部食道から噴門部にかけて
約 6cmの陰影欠損あり。昭和 43年 6月7日，食道癌
の診断にて右開胸開腹，胸部食道全刻，下部食道噴門切
除，残胃痩兼食道外造設術施行。第 42病日全治退院。
下部食道の癌腫は類表皮癌であり，これと相隣接する噴
門部にある癌腫は，腺管腺癌であった。なお，芳噴門部
リンパ節には類表皮癌の転移が認められた。
食道胃重複癌は， 本症を入れて本邦 38例で当教室に
は 10例である。またこのように相隣接する食道胃重複
癌は，文献を調べてみると本邦 2例目である。
